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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 コ ー ジ ェ ラ イ ト 体 の 作 成 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 が ：
　 ａ ） タ ル ク 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 生 成 源 、 並 び に １ 種 以 上 の カ オ リ ン 、 か 焼 カ オ リ ン 、 お よ び シ
リ カ 成 分 を 含 み 、 必 要 に 応 じ て ス ピ ネ ル を 添 加 し た 、 コ ー ジ ェ ラ イ ト 形 成 原 材 料 を 選 択 し
； こ こ で 前 記 タ ル ク の 平 均 粒 径 は 約 ３ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 生 成 源 の 平 均
粒 径 は 約 ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ っ て 、 存 在 す れ ば 、 前 記 カ オ リ ン の 量 は 、 前 記 カ オ リ ン の 平
均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ 未 満 の 場 合 に 、 前 記 原 材 料 の 約 ３ ５ 重 量 ％ 未 満 で あ り ；
　 ｂ ） 前 記 原 材 料 を ビ ヒ ク ル お よ び 前 記 原 材
料 に 可 塑 的 成 型 適 性 お よ び 生 強 度 を 付 与 し て 前 記 原 材 料 の 可 塑 性 混 合 物 を 形 ；
　 ｃ ） 前 記 原 材 料 を 成 型 し て 未 焼 結 体 と し ；
　 ｄ ） 前 記 未 焼 結 体 を 乾 燥 し ；
　 ｅ ） 前 記 未 焼 結 体 を 約 １ ３ ７ ０ ℃ な い し １ ４ ３ ５ ℃ の 温 度 で 焼 成 す る ；
各 工 程 を 含 み ；
　 前 記 タ ル ク の 平 均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ 未 満 で あ り 、 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 生 成 源 の 量 が 前 記 原
材 料 の 約 ２ ０ 重 量 ％ 未 満 で あ っ て 、 平 均 粒 径 が 約 ０ ． ３ μ ｍ 未 満 の 分 散 性 大 表 面 積 Ａ ｌ ２

Ｏ ３ 生 成 源 が 、 存 在 す れ ば 、 前 記 原 材 料 の 約 ５ ． ０ 重 量 ％ 未 満 を 構 成 し 、 前 記 カ オ リ ン の
平 均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ 未 満 の 場 合 に は 、 １ １ ５ ０ ℃ か ら １ ２ ７ ５ ℃ の 間 の 昇 温 速 度 が 約
２ ０ ０ ℃ ／ 時 よ り 大 き く ；
　 前 記 タ ル ク の 平 均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ 以 上 で あ り 、 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 生 成 源 の 量 が 前 記 原
材 料 の 約 ２ ０ 重 量 ％ 未 満 で あ っ て 、 平 均 粒 径 が 約 ０ ． ３ μ ｍ 未 満 の 分 散 性 大 表 面 積 Ａ ｌ ２

Ｏ ３ 生 成 源 が 、 存 在 す れ ば 、 前 記 原 材 料 の 約 ５ ． ０ 重 量 ％ 未 満 を 構 成 し 、 前 記 カ オ リ ン の
平 均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ 未 満 の 場 合 に は 、 １ １ ５ ０ ℃ か ら １ ２ ７ ５ ℃ の 間 の 昇 温 速 度 が 約
５ ０ ℃ ／ 時 よ り 大 き く 、 約 ６ ０ ０ ℃ ／ 時 よ り 小 さ く ；
　 前 記 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 生 成 源 の 量 が 前 記 原 材 料 の 約 ２ ０ 重 量 ％ 未 満 で あ り 、 平 均 粒 径 が 約 ０ ．
３ μ ｍ 未 満 の 分 散 性 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 生 成 源 が 前 記 原 材 料 の 約 ５ ． ０ 重 量 ％ 以 上 を 構 成 し 、 前 記
カ オ リ ン の 平 均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ 未 満 の 場 合 に は 、 １ １ ５ ０ ℃ か ら １ ２ ７ ５ ℃ の 間 の 前
記 昇 温 速 度 が 約 ５ ０ ℃ ／ 時 よ り 大 き く ；
　 前 記 カ オ リ ン の 平 均 粒 径 が 約 ２ ． ０ μ ｍ よ り 大 き い 場 合 に は 、 １ １ ５ ０ ℃ か ら １ ２ ７ ５

有 効 量 の 成 型 補 助 剤 と 均 質 に ブ レ ン ド し て 、
成 し

か つ



℃ の 間 の 昇 温 速 度 が 約 ６ ０ ０ ℃ ／ 時 よ り 小 さ く 、 約 ３ ０ ℃ ／ 時 よ り 大 き く ；
　 実 質 的 に 約 ４ ９ 重 量 ％ な い し ５ ３ 重 量 ％ の Ｓ ｉ Ｏ ２ ， ３ ３ 重 量 ％ な い し ３ ８ 重 量 ％ の Ａ
ｌ ２ Ｏ ３ ， お よ び １ ２ 重 量 ％ な い し １ ６ 重 量 ％ の Ｍ ｇ Ｏ か ら な る 組 成 を 有 し ； ２ ５ ～ ８ ０
０ ℃ に お け る 平 均 熱 膨 張 係 数 が ４ × １ ０ － ７ ℃ － １ 以 下 で あ り 、 約 ０ ． ５ μ ｍ か ら ５ ． ０
μ ｍ の 間 の 直 径 を 有 す る 細 孔 の 数 が 全 細 孔 数 の 約 ８ ５ ％ 以 上 で あ る か 、 あ る い は ２ ５ ～ ８
０ ０ ℃ に お け る 平 均 熱 膨 張 係 数 が ４ × １ ０ － ７ ℃ － １ よ り 大 き い が ６ × １ ０ － ７ ℃ － １ 以
下 で あ り 、 多 孔 率 が 約 ３ ０ 体 積 ％ 以 上 で あ っ て 、 約 ０ ． ５ μ ｍ か ら ５ ． ０ μ ｍ の 間 の 直 径
を 有 す る 細 孔 の 数 が 全 細 孔 数 の 約 ８ ５ ％ 以 上 で あ る か の い ず れ か の 特 性 を 有 す る コ ー ジ ェ
ラ イ ト 体 を 作 成 す る ；
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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